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将来的には実現する可能性のある事態」である場合をさす。         
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語彙的意味の問題は、前件の述語の性質によっては後件の制限が解除される場合を指す。例えば、通常
の命令文が後件に現れにくい「バ」でも、前件の述語が状態性のものであれば、可能である。                                             
(前田 1991：73 一部要約) 
語形上の問題は名詞に接続する「ナラ」を動詞・形容詞のバによる条件文の位置に置き、動詞・形容詞
のナラ条件文と別扱いしようとするものと、名詞述語はバに接続しないと見る二つの傾向がある。                            





と たら ば なら 
動詞 すると したら すれば するなら したなら 
形容詞 いと かったら ければ いなら かったなら 
名詞＋だ だと だったら なら（ば） だったなら(ば) 
（前田 1991：72） 
 





行っている。その調査結果をまとめたのが、表 2 である。 
表 2 条件接続辞と主節末モダリティ成立制約 






述べ立て ○ ○ ○ ○ ○ 









○ ○ × × ○ 




























被験者たちは、東京に居住する 10 代から 50 代の男女 25 人（日本語母語話者）と日本の 
大学（大学院）に在学または卒業した２0 代から 40 代の男女 25 人（日本語学習者）である。 
















                                                        
1 質問文とその結果は付録 1 として、別紙にまとめてある。 
兪 美蘭 
 
































質問文 11 においては半数を超える 26 点にもなっている。 
また、前田（1998）は主節が表出の場合、前件は動作性述語でも、状態性述語でも「バ」
は使えると指摘しているが、質問文 16 と 32 は「バ」の支持率が低い。 
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